「それはほんものですか　～今どきの若者が下の世代に伝えたいこと～　」学習指導案　
共同制作　中島康晴、渡辺圭太、櫻田博嵩、羅久井沙織、山城夢子
Ⅰ）日時

平成２２年　１月１６日　土曜日
Ⅱ）対象
大阪府 私立 コリア国際学園　中学１･２年生（17名程度）＆高校１･２年生（17名程度）
Ⅲ）授業時間

　110分(休憩を各自が自由に取るスタイルにしたい)　／　1、２時限目:中学生　／３、４時限目:高校生
Ⅳ）借用希望物品

　映像を流すための機材(データはDVD形式にて持参)
　CDラジカセ

　筆洗用バケツ

　水彩用絵筆(希望)

Ⅴ）準備
　汚れてもいい服装で出席してもらう（水彩絵の具を使用してのアクティビティがあるため）
Ⅵ）目標
生徒ひとりひとりが自分の中にある固有の感性の存在を認識し、それを実感しながら表現する。
自分の人生を生きるということがどういうことなのか、表現活動を通して理解する。

Ⅶ）目的

自分の人生を生きていくということが、いったいどういうことなのかを具体的に認識することによって、生徒ひとりひとりが自分の人生を生きることをスタートするきっかけを作りたい。人生とは、毎日が積み重なってできているものである。そして、その毎日は私たちの細かい、何気のない活動が積み重なってできている。その細かい、何気のない私たちの活動こそが、私たちの内から外へ向かっての「表現」なのである。どのように考えて、どのように振舞い、どのように他者と関わるか、という人間活動は、紛れもなく私たちの一日を創る「自己表現」である。本授業では数種類のアクティビティを通して、この「自己表現」の積み重ねこそが、私たちの人生を創っているということを明らかにし、表現を重ねた結果として、できあがる人生が「自分だけの作品」であるということを、生徒ひとりひとりに実感させることを目的としたい。
Ⅷ）本時の学習活動・指導過程

	
	学習指導内容
	指導上の留意点

	①

自

己

紹

介

10分
	１）入室

２）映像を上映

自分たちの自己紹介の役割をする自己紹介映像を上映する。

３）挨拶　授業テーマ説明
「おはようございます。僕たちは東京の大学を卒業し、働きながらそれぞれの表現活動を行なって生きています。絵を描く、写真をとる、映像、花、判子など、ぼくたちは表現することを大事にしています。そして表現をすることは、どんな人にとっても大事なことだと思っています。

	１）無言で入室する。音楽をかけたり、お香を炊いたりと、特別な時間を作るための演出を始める。
２）映像上映中も無言の状態を保つ
３）簡単な自己紹介をした上で今日の授業で何が明らかにされるのか、また、したいのかを説明する。

	②

自

ら

の

固

定

観

念

へ

の

気

付

き

15分
	１）準備
「これから、皆さんに行ってもらいたいことがあります。目をつむってください。」
→生徒のおでこにシールを貼る。
　　　　　　　　
２）仲間作り
「それでは、これから皆さんに仲間作りを行ってもらいたいと思います。言葉は発してはいけません。身振り手振りはしてもかまいません。はじめてください。」
→グループを作ってもらう。

　　　　　　　　
３）生徒に対する問いかけ
「仲間は作れましたか。それでは、なぜそのような仲間を作ったのか教えてください。」
　　　　　　　　↓
４）まとめ
この活動での目標を教師自身の言葉で生徒に伝える。

	１）シールは生徒に見えないように準備をし、生徒が全員目を閉じた時点で、一人ひとりのおでこにシールを貼る。

２）「はじめてください」と言うまで生徒たちには目をつむらせておく。仲間作りの間、教師は生徒たちに干渉しないようにする。

３）できたグループから最低一人に問いかける。時間の範囲で、なるべく多くの生徒に問いかける。

４）仲間はずれになってしまった生徒の気持ちを聞く。次の活動に繋げる。


	③

自
ら

の

固

有

の
感

覚

へ

の

気

付

き

20分


	自分の世界を感じて生きる
１）準備・説明
「では今からみんなの感覚を奪わせてもらいます。まずは目隠し、鼻をつまんでください。そして、ペンを手に持ち、紙の位置を目が見えなくてもわかるようにしておいてください。準備が出来次第やり方の説明に入ります。」
２）「まずは、今から音楽を流します。まず、その音楽から感じた色を連想してください。耳を研ぎ澄ませて音から色を感じてほしい。そして、その色を紙に書いてください。色を紙に書いた人は、説明がしたいので耳栓を取って待っていてください。」
→音楽を流し、連想した色を書いてもらう
３）「次は鼻だけで色を感じてもらいます。これも匂いを感じ次第連想した色を紙に書いてください。」
→においから感じた色を書いてもらう
４）「次に飴を配りますので、もう一度耳栓をつけてから、飴をなめて同じように色を連想して書いてください。」
→味覚から感じた色を書いてもらう

５）「耳栓や目隠し、鼻をつまむのもやめて、全てを取って感覚を解放してください。さて今度は音・匂い・味の全てが存在する状態です。あなたは今この状態で前にある塗り絵を何色で塗りますか？？その色を書いてみてください。
６）質問
「みんなはそれぞれの感覚で何色を感じた？」
７）まとめ

この活動での目標を教師自身の言葉で生徒に伝える。

	１）メンバーは目隠し、耳栓、紙、ペンを生徒に配る。手際よく。

２）だいたい生徒が連想した色を書き終えたの確認したら次へと移る。（説明のたびに聴覚だけは解放させる。）
４）飴は、メンバーが２，３人で配れるように、紙皿などにのせて準備しておく。配る際は生徒の手にのせる。

	④
表

現
50分
	１）準備

教室に厚めの新聞紙をひき、その上に紙を広げる。事前に準備した、紙皿パレットに絵の具を入れたもの、バケツ筆洗を適当に置いておく。

２）「これから思い思いに自分を表現していきたいと思います。ひと筆目を入れてみましょう。」

→みんなが表現を始める

１）「もう時間なので、最後です」と呼びかけて、終了してもらう。


	１）テンションを強要しない程度の、音楽を流す。

２）メンバーも一緒に参加する。生徒に声をかけるようにする。

	⑤

ま

と

め

5分
	１）描きあがったものをみんなで眺める。

２）まとめ

この授業での目標を教師自身の言葉で生徒に伝える。

	１）みんなの目を見る。分かりやすく。合理的に。

	片

付

け

10分
	１）片付けを10分で。
	


Ⅸ）各アクティビティの狙い

①「自己紹介」のチャプターでは、挨拶や自己紹介をして、人としての最も基礎的な信頼関係を築く以外に、「特別な空間を作り出す」「心を開いて話しを聞いてもらう」「枠にはまらない姿を感じてもらう」などの目的を持って、数種類の演出を仕組んでいる。無言で入室したり、音楽やお香を使用したりすることによる、空間の演出や、映像を使用してのエンターテイメント性の高い自己紹介などがそれにあたる。
②「自らの固定観念への気付き」チャプターでは、生徒ひとりひとりに、気付かないうちに自分で作ったルールや規制に縛られてしまう自分自身の姿を目の当たりにしてもらうことにより、人は常に何かに流されているという事実を認識してもらうことを狙いとする。その事実を踏まえることを、次のチャプター以降で、自分自身の感性というものを見つめていくための足がかりとする。

③「自らの固有の感覚への気付き」チャプターでは、人間とは、各々が独自の感性というものを持っている事実を明らかにし、アクティビティを通してそれらを実感させることを目的とする。このチャプターでの活動は、感性と表現の関係、表現と人生の関係への理解を深めていくための活動でもある。
④「表現」チャプターでは、前チャプターで明らかにされた「自らの固有の感性」を実際に外に出し(表現し)てもらい、そのありかたを自分自身で感じながら受容していく体験をしてもらう。
⑤「まとめ」チャプターでは、①～④までの活動でやってきたことを振り返りつつ、前チャプターで自分たちの表現を重ねた結果できあがった作品と、自分たちの毎日が重なってできあがる人生との関係を理解してもらう。
